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をご紹介します。2011 年 3 月、卒業式のときに頂いた言葉です。
【私は常々「いい男になりなさい、いい女になりなさい」と皆さんに言ってき






















































































































































































































































































































































































































































































































































を行われていた。毎週の研究会での進捗は、平均して 1 ～ 2 ページ以下であり、














































































































































































































































































































私と関口先生との出会いは、大学 1 年生のとき、宗教学の授業でした。55 年




ま 2 年生から A ゼミに参加。私は根っからの「関口門下生」でした。
さて、関口先生がきっかけで広がった、二つの出会いについてお話しします。
一つは、本との出会い。先生がおすすめした本に、塩野七生著「ローマ人の物



























































































私は関口先生と出会い大学生活を通して " 考えること " について学んだ。先生
が常日頃から言っていた " 自分自身で考え、疑う姿勢を身につける " という姿勢
は社会人となった今でも常に私の行動指針となっている。そして、この姿勢こそ
世間で言われている " 教養 " につながるものなのではないかと私は考える。














" 教養 " は現代人が避けて通れない言葉である。だからこそ学生のうちに " 教















































2017 年 3 月 8 日、君は溘焉として逝ってしまった。






























































































































































































そこで、ものは試しとカール・リヒターの CD を聴いてみた。3 時間半という長
さの音楽を聴いたのは初めてだった。しかし、何度も聴いているうちにいままで
敬遠していたバッハの音楽に段々と傾倒するようになった。







2017 年 11 月 16 日午後 10 時ころ、すこし興奮した面持ちで市ヶ谷駅のホーム
に佇んでいた。東京オペラシティコンサートホールでモツアルトの『レクイエム
を』聞いての帰り、ホームから外堀の薄黒い水面をぼんやりと眺めていてふっと
思い出したのは、飲み会が終わってこの場所この時間に何度も関口先生と一緒に
立って居たことだった。
モツアルトのレクイエムは、先生が最後に勧められたものであり、先生の存命
中には CD も聴く機会がなかった。それが、先生がお亡くなりになった後で偶然
にも聴く機会があり、しかもそれを聴いた後でこの場所に佇んでいることが、親
鸞ではないが、なにか不思議なよるべき縁、といったものをつくづく感じてしまう。
残念なことに、もう本を読んでも音楽を聴いてもそれについての感想などを言
葉で伝えたい先生はもういない。これからはわが胸のなかで、言葉のない会話を
先生としようと思っている。
そしていまはもう、先生の魂の安らかなることを願うばかりである。
主よ、永遠の光を彼らに照らしたまえ。
モツアルト「レクイエム」
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